


平成 29年 7月 20日 

 

 

VLBI懇談会 2017年度 第１回役員会 

国土地理院 機関報告 
 

 

１. 人員体制 

2016年度 5名 → 2017年度 6名 

（1名転出、1名配置換、1名増員） 

 

２. つくば VLBI観測局 アンテナ解体 

・ 2016年 12月 31日 17:30 (JST) 最後の測地観測（UT1）を終了。 

・ 翌年 1月初めから解体着手。3月末までに完了。 

・ Facebookにて解体の様子を配信（2018年 3月末まで） 

https://www.facebook.com/vlbi.tsukuba 

 

３. 石岡 VLBI観測施設の状況 

（１）S/X観測 

・ 2017年 1月～12月で 24時間観測 94回、1時間観測 166回を予定 

（内訳） 24時間観測 R1 & R4 83回、T2 5回、APSG 2回、AOV 4回、 

 1時間観測 INT1 19回、INT2 103回、INT3 44回 

（２）広帯域観測 

・ CONT17（11/28～12/13）に参加予定 

・ 観測の数週間前にフィードの入れ替え作業、試験観測を実施 

 

（３）海外の VGOS観測局について 

・ VGOS観測可能な局は世界で 8局。Wettzell、Yebes、Ishioka、Westford、Hobart、

GGAO、Kokee、Onsala。 

・ そのほか、中国、ノルウェーが 1年以内に開局予定。 

 

４. つくば相関局・解析センターの状況 

年度計画 

・ AOV観測 3回、1時間(UT1)観測 104回 

・ グローバル解析 2回 

 

５. その他 

（１）IVS評議会（IVS Directing Board Meeting） 

・ 2017年 10月：イタリア・ボローニャ（国際 VLBI技術ワークショップ） 

・ 2018年 6月：ノルウェー（IVS総会） 

 

（２）第２回 AOV会議（2nd General Meeting of the Asia-Oceania VLBI Group for 

Geodesy and Astrometry） 

・ 2017年 7月 31日-8月 1日：神戸（IAG-IASPEI2017に合わせて開催） 
（第１回は 2015年 11月タスマニア大学・オーストラリアにて開催） 



2017/7/20 木村 
VLBI 懇談会役員会資料 大阪府立大学機関報告 

 
1. メンバー 

大⻄利和、⼩川英夫、前澤裕之、村岡和幸、阿部安宏、木村公洋、徳⽥⼀起(国立天文
台)、Zahorecz Sarolta(国立天文台)、博士後期課程 4 人、博士前期過程 9 人、4 年生 5
人（内 VLBI に主に関わっているのは、⼩川、阿部、木村、学生 2 人。また、工学研
究科の研究室から博士前期過程の学生 2 名が当研究室と協力して VLBI の開発を進め
ている。） 
 

2. 2016-2017 年度の活動 
A) 府大屋上 VLBI 望遠鏡の整備 

(ア) 3.8m 電波望遠鏡 
○2016 年 10 月、茨城大学他の協力のもと、高萩 32m 鏡と 3C273B の X-
band 帯フリンジ検出に成功。 
○2016 年 12 月、国土地理院 32m 鏡との X-band 帯のみではあるが、測地
VLBI 観測を行い、距離の測定をおこなった。 
 

(イ) 1.8m 電波望遠鏡 
○パラボラ鏡からカセグレン鏡に改良したのちに、広帯域フィードホーン
（20-50GHz 帯クワッドリッジアンテナ）を搭載しての観測を行い、
IPSTAR(静止衛星：20GHz 帯)の観測に成功した。現在、気球 VLBI ミッシ
ョン（PI:宇宙研土居さん）に地上局の⼀部として参加している。 
 

B) VLBI 搭載受信機の開発 
(ア) HINOTORI プロジェクト（PI:鹿児島大今井さん）に参加し、野辺山に搭載

を検討している 22/43GHz 帯や 43/86GHz 帯の準光学周波数フィルターの開
発を進めている。22/43GHz に関しては実際に 45m 鏡に搭載しての試験観測
を行った。 
 

(イ) サブミリ(230GHz 帯)VLBI 試験の検討 
野辺山 45m 鏡に 230GHz 帯の VLBI 用受信機の搭載を検討し、86/230GHz
帯準光学フィルターや光学系、受信機などの設計開発を進めている。 
 

(ウ) 山口 34m 鏡搭載予定の C-X 帯の受信機や気球 VLBI 等の開発に協力してい
る。 



VLBI 懇談会役員会資料  鹿児島大学機関報告 

 

２０１７年 ７月 ２０日（木 ） 

中川亜紀治 鹿児島大学 

 

 

１、天文学系の構成メンバー 

半田利弘、面高俊宏、和田桂一、高桑繁久、今井裕、塚本裕介、新永浩子、中西裕之、 

永山貴宏、赤堀卓也、中川亜紀治 

（VLBI と関連が強いのは 面高、今井、中川、中西 あたり） 

 

２、1m 望遠鏡関連活動 

・赤外線カメラの開発 J バンドのみ CCD 素子取り付け終わり、すでにファーストライト済

み（2017 年春、年会＠九州大学で報告）。引き続き H、K バンドの開発が続く。従来のカメ

ラも用いてモニター観測などを続けている。（永山、面高ほか） 

 

３、VERA 関連活動 

・星形成領域、長周期変光星の水メーザーによる位相補償 VLBI を進めている。 

・SiO メーザーを対象として、新たに整備された広帯域モード（連続波源データ取得 2Gbps）

を用いた位相補償 VLBI 観測も始める予定。（中川、面高、今井、半田ほか） 

 

４、外部望遠鏡を用いた観測 

・野辺山を用いたアンモニアマッピング観測（半田、面高） 

 バックアップの枠組みで実施。学生が出張して観測にあたっている。 

・鹿島 34m 鏡での OH メーザー探査とモニター（中川） 

 関戸さんのご協力のもと進めている。帝京科学大学の倉山さんとも連携。 

・臼田 64m 鏡での OH メーザー観測（中西） 

  宇宙研の村田さんと中西さんの活動。2016 年度 V懇@山口大学で話題になった東芝製の

冷却受信機を使用した観測などが進む。 

 

５、その他 

・「天の川銀河研究理工学センター」(センター長 半田利弘) が発足、研究会を予定。 

研究会名：天の川銀河研究会 2017 

開催日時：2017 年 10 月 24 日 (火) - 26 日 (木) (懇親会は 25 日)  

      開催日時は都合により 1日程度前後する可能性があります。 

開催場所：鹿児島大学 郡元キャンパス 

 

以上 
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ＶＬＢＩ懇談会役員会資料 

 

筑波大学機関報告 

 

1. 人員体制 

転出：永井（2017/03 NAOJへ） 

着任：齋藤（2016/10 東京学芸大学より）、（渡辺（2017/04 東京大学より）） 

中井、（久野、新田、渡辺）、齋藤、D1(4)、M2(6)、M1(3)、P4(9) 

 

2. 2016年度 つくば 32m運用実績 

・大学連携 X帯観測：５回 

・大学連携 K帯観測：１回 

・K帯フリンジ試験（対 VERA）:１回 

・NH3観測：多数 

   

3. 2017年度 鹿島 34mアンテナ測定準備 

・アンテナのシステムや状態の把握 

・学部４年生を中心にアンテナでの測定方法のレクチャーを受ける。 

・アンテナ性能（ポインティングや開口能率）の簡易確認 

・受信機普及が指向性能の確認後、アンテナ改修工事までNH3の観測を行いたい。 

 

4. 鹿島 34mアンテナホログラフィー測定への協力 

・計画中のホログラフィー測定へのサポートを計画中（久野、D1） 

 

 

 

 



JAXA機関報告 

2017年 7月 20日  

機関幹事（JAXA） 

村田 泰宏 

１． 2017年 7月現在 電波天文 and/or VLBI関係者 

教授：１名 坪井(AEF) 

准教授：４名 岩田(B)、村田(AEFG)、竹内(CE)、北村（A） 

助教：１名 土居(A) 

プロジェクト研究員：１名 長谷川(EF) 

大学院生：２名：上原（東京大 D3）、中原（総研大 D3） 

客員准教授： 米倉准教授（茨城大、CE） 

 

 宇宙科学研究所 A：宇宙物理学研究系、B:太陽系科学研究系、C：宇宙機応用工学研究系 

 E：深宇宙追跡技術グループ、F:深宇宙探査用地上局プロジェクト（54mアンテナ、GREATプロジェクト） 

 G:追跡ネットワーク技術センター、臼田宇宙空間観測所 

 

長谷川さんが、大阪府立大にて学位取得し、４月から宇宙科学研究所深宇宙追跡技術グループの研究員、茨城大、米

倉准教授が、宇宙機応用工学研究系の客員准教授。 

  

２． 設備、VLBI観測 

(ア) 気球 VLBI 

現在、JAXA大樹航空宇宙実験場にて放球のための待機状態。 

国立天文台、大阪府立大、茨城大、NICT鹿島ほかの協力を得て観測待機中。 

(イ) 臼田 10mアンテナ 

気球 VLBIの地上局として、19.4 – 23 GHzで観測に参加。 

秋には衛星の実験のため、X帯アンテナに改修予定 

(ウ) 臼田 64mアンテナ 

   L帯の試験観測 鹿児島大、東芝研究所 

   Radioastron との観測： AGNプロジェクト、PI: L.Gurvits 

   大学連携は頻度現象（会う時間がなかなか取れない。） 

(エ) 内之浦 34mアンテナ 

   観測なし。今年測地 VLBIの予定。 

(オ) 新 深宇宙用地上局（54mアンテナ） 

   蓼科スカイライン道沿いで、アンテナ基礎工事、電力棟の工事が始まっている。 

   2019年度完成をめざして、建設が進んでいる。 

 

３． その他 

８月２５，２６日 相模原キャンパス特別公開 



NICT機関報告 

2017年 7月 20日 時空標準研究室 関戸 衛 

 

１． 人員：8名 （無期研究員：2名、有期研究員：2名、有期技術員：1名、派遣職員：3名） 

近藤氏は 6月より上海天文台に客員教授として赴任 

 

２． 施設状況 

(ア) 34mアンテナ 

使用状況：  

観測・研究プロジェクト： 周波数比較・広帯域 VLBIシステムの開発のため、72時間観測を年 10回程度 

IVSの国際測地 VLBI観測： ２４時間 x  十数回 

JVN, 気球 VLBI、VERA, Radioastron, Change’  等の VLBI観測参加  

東北大学 理学部、惑星プラズマ・大気研究センターの木星観測：10日間 x 1-2回 

東大・理研寺澤研 パルサー GRP観測 

保守・トラブル 

 ○主鏡背面構造のさび対策：昨年 11-12 月に全周調査を行い、トラス構造体部材に腐食の穴が開いているところ

が複数確認された。補修工事のための設計業務(年末まで)、補修工事を来年前半に実施する予定。 

○冷却受信機に供給するヘリウムの漏れが今年 2 月ころから徐々にひどくなり、6 月で使用困難となった。調査の

結果、受信機室から地上のコンプレッサまでのリターン配管(25m)で漏れが起きている模様。24 日に鈴木商館に

セルフシールコネクタ部の交換を行い、漏れの確認がチューブで起きている場合にはヘリウム配管の張替えを

予定する。（納期 4 ヶ月） 

○風向風速計の故障：6 月はじめに風速計のプロペラが回らなくなり、自動運用（平均 10m/s、最大 15m/s で自動

停止）が困難となった。潤滑油塗布で仮復旧したが正常でなく、風速計センサの交換予定。 

(イ) 11mアンテナ（鹿島、小金井） 

特に大きなトラブルなく運用中。主として IVSの測地 VLBI観測に年間 10回前後参加 

 

３． 研究概要 

周波数比較・広帯域 VLBI システムの開発：産総研に設置している小型アンテナも 2.4m カセグレンに主鏡・受信機交換

(4月岳藤、氏原)、 1-2回/月で３局の VLBI実験実施。直線１偏波の広帯域受信機を 2偏波にするための改修中(7

月岳藤、氏原)。８月以降で国際基線の広帯域 VLBI観測を実施する予定。 

ホログラフィ鏡面測定：主鏡背面構造のさび補修時に パネルをはずす可能性が高く、その際に復旧の基準とするためホ

ログラフィによる鏡面測定を、広帯域(常温)受信機で１２GHｚの衛星放送の信号を使って１回目の試験実施(７/9：岳

藤)。 

 

４． その他 

６月２１日 IVS 技術開発センターシンポジウム開催 

７月２４-２５日 NICT小金井本部 夏休み特別公開 

７月２９日 NICT鹿島宇宙技術センター 一般公開 

8月 8日 イタリア INAFの Gino Tuccari氏のセミナーを NICT小金井本部で開催する。 



VLBI 懇談会役員会 
 

学⽣幹事 酒井 ⼤裕(東京⼤学博⼠課程３年) 
2017/07/20 

1. 昨年度学⽣セッション活動報告 

⽇時 
2016/12/25(⽇) 14:30-18:10 
        26(⽉) 9:15-12:30 
参加者 
合計 22 名 
■⼤学別 
⼭⼝⼤学 10 名,茨城⼤学 9 名,⿅児島⼤学 2 名,東京⼤学 1 名 
■分野別 
星形成・恒星 13 件,AGN 5 件,銀河系構造 2 名,装置 2 名 
 
発表形式 
⼝頭発表のみ(10 分+5 分) 
 

2. 本年度学⽣セッション 

 
・開催希望 
・⽇程は本シンポ前⽇の午前+午後 or 前⽇午後+当⽇午前（本シンポスケジュ
ールによる） 
・統括は酒井が⾏うが、シンポジウムには不参加予定（博⼠論⽂執筆のため） 
・当⽇の学⽣セッションの責任者は⼭⼝⼤の学⽣に委任 
・来年度以降の役員会 学⽣幹事も別の学⽣に移⾏（本年度選挙？） 



ＶＬＢＩ懇談会役員会資料 

 

岐阜大の機関報告 

 

スタッフ 

 高羽 准教授 

 須藤 助手 

学生 

 Ｍ１  ２名 

 ４年生 ５名 

 

１１ｍアンテナ 

 ・ポインティング観測を終え、水メーザーのモニター観測実施中 

・R-Sky 装置故障、3 月にメーカー送付、6 月に返送。２－３日で止まることが多いが、

5日間止まらないこともあった。原因調査中 

 ・水素メーザー原子時計のレートが大きくなっている。夏休み中に野辺山に運搬して安

定度の調査をしたい（4年前に野辺山に持って行って安定度調査、その後に修理） 



2017年7月20日 
VLBI懇談会幹事会　機関報告　極地研究所 

✦

✦

✦

✦

✦

✦

✦
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